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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　OSおよびアプリケーションソフトの画像を表示する第１の表示装置と接続され、前記画
像に対応する第１のビデオ信号を出力するモニタ出力端子と、
　前記第１の表示装置とは別の第２の表示装置と接続され、前記第１のビデオ信号とは別
の第２のビデオ信号を出力するコンポーネント出力端子と、
　前記第２のビデオ信号に重畳されている、著作権を保護するための信号である著作権保
護信号、または、前記第２のビデオ信号が暗号化処理されているかどうかを検出する信号
検出手段と、
　前記信号検出手段により前記著作権保護信号または暗号化処理されていることが検出さ
れた場合、現在設定されている、前記コンポーネント出力端子から出力されるビデオ信号
の出力フォーマットを検出する設定検出手段と、
　前記設定検出手段で検出された前記出力フォーマットを記憶する出力フォーマット記憶
手段と、
　前記設定検出手段で検出された前記出力フォーマットが所定の出力フォーマットである
場合、検出された前記出力フォーマットを前記出力フォーマット記憶手段に記憶させ、前
記コンポーネント出力端子から出力されるビデオ信号の出力フォーマットを代替出力フォ
ーマットに変更し、前記信号検出手段において前記著作権保護信号または暗号化処理され
ていることが検出されなくなったとき、前記コンポーネント出力端子から出力されるビデ
オ信号の出力フォーマットを、前記出力フォーマット記憶手段に記憶させた出力フォーマ
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ットに変更する変更手段と
　を備えることを特徴とする情報処理装置。
【請求項２】
　前記代替出力フォーマットを設定する代替出力フォーマット設定画面を前記第１の表示
装置に表示させる表示制御手段と、
　前記代替出力フォーマット設定画面により設定された前記代替出力フォーマットを記憶
する代替出力フォーマット記憶手段と
　をさらに備え、
　前記変更手段は、前記設定検出手段で検出された前記出力フォーマットが前記所定の出
力フォーマットである場合、前記出力フォーマットを前記代替出力フォーマット記憶手段
に記憶されている前記代替出力フォーマットに変更する
　ことを特徴とする請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項３】
　前記表示制御手段は、さらに、前記コンポーネント出力端子に前記第２の表示装置が初
めて接続された場合、前記第２の表示装置の情報を設定する装置情報設定画面を、前記第
１の表示装置に表示させる
　ことを特徴とする請求項２に記載の情報処理装置。
【請求項４】
　前記第２の表示装置の情報には、画面のアスペクト比と出力フォーマットの種類を含み
、
　前記所定の出力フォーマットは、1125iおよび750pであり、前記代替出力フォーマット
は、525pまたは525iである
　ことを特徴とする請求項３に記載の情報処理装置。
【請求項５】
　前記第２の表示装置と接続される出力端子として、Ｓ出力端子およびコンポジット出力
端子をさらに備え、
　前記表示制御手段は、前記コンポーネント出力端子ではなく、前記Ｓ出力端子または前
記コンポジット出力端子による前記第２の表示装置との接続が検出された場合、前記装置
情報設定画面において、前記出力フォーマットの種類を設定する項目は表示させない
　ことを特徴とする請求項４に記載の情報処理装置。
【請求項６】
　放送信号を受信する受信手段と、
　記録媒体に記録された映像を再生する再生手段とをさらに備え、
　前記第２のビデオ信号は、前記放送信号または前記再生手段により再生された映像の信
号である
　ことを特徴とする請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項７】
　OSおよびアプリケーションソフトの画像を表示する第１の表示装置と接続され、前記画
像に対応する第１のビデオ信号を出力するモニタ出力端子と、前記第１の表示装置とは別
の第２の表示装置と接続され、前記第１のビデオ信号とは別の第２のビデオ信号を出力す
るコンポーネント出力端子とを備える情報処理装置が、
　前記第２のビデオ信号に重畳されている、著作権を保護するための信号である著作権保
護信号、または、前記第２のビデオ信号が暗号化処理されているかどうかを検出する信号
検出ステップと、
　前記著作権保護信号または暗号化処理されていることが検出された場合、現在設定され
ている、前記コンポーネント出力端子から出力されるビデオ信号の出力フォーマットを検
出する設定検出ステップと、
　前記設定検出ステップの処理で検出された前記出力フォーマットが所定の出力フォーマ
ットである場合、検出された前記出力フォーマットを出力フォーマット記憶手段に記憶さ
せ、前記コンポーネント出力端子から出力されるビデオ信号の出力フォーマットを代替出
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力フォーマットに変更し、前記信号検出ステップにおいて前記著作権保護信号または暗号
化処理されていることが検出されなくなったとき、前記コンポーネント出力端子から出力
されるビデオ信号の出力フォーマットを、前記出力フォーマット記憶手段に記憶させた出
力フォーマットに変更する変更ステップと
　を含むことを特徴とする情報処理方法。
【請求項８】
　OSおよびアプリケーションソフトの画像を表示する第１の表示装置と接続され、前記画
像に対応する第１のビデオ信号を出力するモニタ出力端子と、前記第１の表示装置とは別
の第２の表示装置と接続され、前記第１のビデオ信号とは別の第２のビデオ信号を出力す
るコンポーネント出力端子とを備える情報処理装置の処理を、コンピュータに実行させる
プログラムであって、
　前記第２のビデオ信号に重畳されている、著作権を保護するための信号である著作権保
護信号、または、前記第２のビデオ信号が暗号化処理されているかどうかを検出する信号
検出ステップと、
　前記著作権保護信号または暗号化処理されていることが検出された場合、現在設定され
ている、前記コンポーネント出力端子から出力されるビデオ信号の出力フォーマットを検
出する設定検出ステップと、
　前記設定検出ステップの処理で検出された前記出力フォーマットが所定の出力フォーマ
ットである場合、検出された前記出力フォーマットを出力フォーマット記憶手段に記憶さ
せ、前記コンポーネント出力端子から出力されるビデオ信号の出力フォーマットを代替出
力フォーマットに変更し、前記信号検出ステップにおいて前記著作権保護信号または暗号
化処理されていることが検出されなくなったとき、前記コンポーネント出力端子から出力
されるビデオ信号の出力フォーマットを、前記出力フォーマット記憶手段に記憶させた出
力フォーマットに変更する変更ステップと
　を含むことを特徴とするプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、情報処理装置および方法、並びにプログラムに関し、特に、コンポーネント
出力端子から出力されるビデオ信号の種類によって、出力フォーマットを制御することが
できる情報処理装置および方法、並びにプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、テレビジョン放送では、デジタル化と高解像度化が進められており、1125ｉや75
0ｐなどの高品位（High Definition)フォーマットでの入出力を行うテレビジョン受像機
（以下、テレビという）が普及してきている（例えば、特許文献１）。
【０００３】
　ここで、1125ｉの出力フォーマットは、出力されるビデオ信号の走査線数（解像度）、
有効走査線数、および走査方式が、それぞれ、1125，1080、およびインターレースである
ことを表し、750pの出力フォーマットは、出力されるビデオ信号の走査線数、有効走査線
数、および走査方式が、それぞれ、750，720、およびプログレッシブであることを表す。
【０００４】
　ところで、最近のコンピュータ（パーソナルコンピュータ）には、チューナを搭載して
いるものがあり、ユーザは、コンピュータをテレビとして使用したり、チューナが受信し
たテレビ番組をハードディスクやDVDに記録させて、コンピュータを記録再生装置として
使用することができる。
【０００５】
　また、コンピュータをデジタルスチルカメラやデジタルビデオカメラ（以下、合わせて
単にデジタルカメラという）と接続し、デジタルカメラで撮影した映像を編集、記録する
こともできる。このデジタルカメラのCCD (Charge Coupled Device)やCMOS（Complementa
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ry Metal Oxide Semiconductor）等で構成される撮像画素の画素数も技術の進歩とともに
多くなり、デジタルカメラで撮影された映像（ビデオ信号）も、高解像度化が進んでいる
。
【０００６】
　従って、コンピュータに、ビデオ信号の出力端子を設ける場合、高解像度で入力または
記録されたビデオ信号を、高解像度のままで出力することが要求される。即ち、コンピュ
ータのビデオ信号の出力端子には、高品位フォーマットでの出力を可能とすることが望ま
れる。
【０００７】
　そこで、コンピュータに高品位フォーマットのビデオ信号を出力可能なコンポーネント
出力端子を備えた場合、当然ながら、上述したようなハードディスクやDVDに記録されて
いる高品位フォーマットのコンテンツのビデオ信号を、そのままの出力フォーマット（高
品位フォーマット）で出力することができるようになる。
【０００８】
【特許文献１】特開２００３－３３８９９３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　しかしながら、コンポーネント出力端子から出力するビデオ信号が、例えば、DVDドラ
イブで再生されたもので、映画などのように著作権保護を必要とするような信号である場
合、即ち、コンポーネント出力端子から出力されるビデオ信号に、コンテンツのコピーを
防止する信号が多重されているような場合、そのようなコンテンツのビデオ信号は、規格
上の制約により高品位フォーマットで出力することができない。
【００１０】
　従って、コンピュータに、高品位フォーマットのビデオ信号を出力可能なコンポーネン
ト出力端子を設けた場合、そこから出力されるビデオ信号の種類によって出力フォーマッ
トを制御する必要がある。
【００１１】
　本発明は、このような状況に鑑みてなされたものであり、コンポーネント出力端子から
出力されるビデオ信号の種類によって、出力フォーマットを制御することができるように
するものである。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本発明の情報処理装置は、OSおよびアプリケーションソフトの画像を表示する第１の表
示装置と接続され、画像に対応する第１のビデオ信号を出力するモニタ出力端子と、
　第１の表示装置とは別の第２の表示装置と接続され、第１のビデオ信号とは別の第２の
ビデオ信号を出力するコンポーネント出力端子と、第２のビデオ信号に重畳されている、
著作権を保護するための信号である著作権保護信号、または、第２のビデオ信号が暗号化
処理されているかどうかを検出する信号検出手段と、信号検出手段により著作権保護信号
または暗号化処理されていることが検出された場合、現在設定されている、コンポーネン
ト出力端子から出力されるビデオ信号の出力フォーマットを検出する設定検出手段と、設
定検出手段で検出された出力フォーマットを記憶する出力フォーマット記憶手段と、設定
検出手段で検出された出力フォーマットが所定の出力フォーマットである場合、検出され
た出力フォーマットを出力フォーマット記憶手段に記憶させ、コンポーネント出力端子か
ら出力されるビデオ信号の出力フォーマットを代替出力フォーマットに変更し、信号検出
手段において著作権保護信号または暗号化処理されていることが検出されなくなったとき
、コンポーネント出力端子から出力されるビデオ信号の出力フォーマットを、出力フォー
マット記憶手段に記憶させた出力フォーマットに変更する変更手段とを備えることを特徴
とする。
【００１３】
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　代替出力フォーマットを設定する代替出力フォーマット設定画面を第１の表示装置に表
示させる表示制御手段と、代替出力フォーマット設定画面により設定された代替出力フォ
ーマットを記憶する代替出力フォーマット記憶手段とをさらに設け、変更手段には、設定
検出手段で検出された出力フォーマットが所定の出力フォーマットである場合、出力フォ
ーマットを代替出力フォーマット記憶手段に記憶されている代替出力フォーマットに変更
させることができる。
【００１４】
　表示制御手段には、さらに、コンポーネント出力端子と第２の表示装置が接続された場
合、第２の表示装置の情報を設定する装置情報設定画面を、第１の表示装置に表示させる
ことができる。
　第２の表示装置の情報には、画面のアスペクト比と出力フォーマットの種類を含み、所
定の出力フォーマットは、1125iおよび750pであり、代替出力フォーマットは、525pまた
は525iであるようにすることができる。
　第２の表示装置と接続される出力端子として、Ｓ出力端子およびコンポジット出力端子
をさらに備え、表示制御手段には、コンポーネント出力端子ではなく、Ｓ出力端子または
コンポジット出力端子による第２の表示装置との接続が検出された場合、装置情報設定画
面において、出力フォーマットの種類を設定する項目は表示させないようにすることがで
きる。
　放送信号を受信する受信手段と、記録媒体に記録された映像を再生する再生手段とをさ
らに備え、第２のビデオ信号は、放送信号または再生手段により再生された映像の信号で
あるようにすることができる。
【００１５】
　本発明の情報処理方法は、OSおよびアプリケーションソフトの画像を表示する第１の表
示装置と接続され、画像に対応する第１のビデオ信号を出力するモニタ出力端子と、第１
の表示装置とは別の第２の表示装置と接続され、第１のビデオ信号とは別の第２のビデオ
信号を出力するコンポーネント出力端子とを備える情報処理装置が、第２のビデオ信号に
重畳されている、著作権を保護するための信号である著作権保護信号、または、第２のビ
デオ信号が暗号化処理されているかどうかを検出する信号検出ステップと、著作権保護信
号または暗号化処理されていることが検出された場合、現在設定されている、コンポーネ
ント出力端子から出力されるビデオ信号の出力フォーマットを検出する設定検出ステップ
と、設定検出ステップの処理で検出された出力フォーマットが所定の出力フォーマットで
ある場合、検出された出力フォーマットを出力フォーマット記憶手段に記憶させ、コンポ
ーネント出力端子から出力されるビデオ信号の出力フォーマットを代替出力フォーマット
に変更し、信号検出ステップにおいて著作権保護信号または暗号化処理されていることが
検出されなくなったとき、コンポーネント出力端子から出力されるビデオ信号の出力フォ
ーマットを、出力フォーマット記憶手段に記憶させた出力フォーマットに変更する変更ス
テップとを含むことを特徴とする。
【００１６】
　本発明のプログラムは、OSおよびアプリケーションソフトの画像を表示する第１の表示
装置と接続され、画像に対応する第１のビデオ信号を出力するモニタ出力端子と、第１の
表示装置とは別の第２の表示装置と接続され、第１のビデオ信号とは別の第２のビデオ信
号を出力するコンポーネント出力端子とを備える情報処理装置の処理を、コンピュータに
実行させるプログラムであって、第２のビデオ信号に重畳されている、著作権を保護する
ための信号である著作権保護信号、または、第２のビデオ信号が暗号化処理されているか
どうかを検出する信号検出ステップと、著作権保護信号または暗号化処理されていること
が検出された場合、現在設定されている、コンポーネント出力端子から出力されるビデオ
信号の出力フォーマットを検出する設定検出ステップと、設定検出ステップの処理で検出
された出力フォーマットが所定の出力フォーマットである場合、検出された出力フォーマ
ットを出力フォーマット記憶手段に記憶させ、コンポーネント出力端子から出力されるビ
デオ信号の出力フォーマットを代替出力フォーマットに変更し、信号検出ステップにおい
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て著作権保護信号または暗号化処理されていることが検出されなくなったとき、コンポー
ネント出力端子から出力されるビデオ信号の出力フォーマットを、出力フォーマット記憶
手段に記憶させた出力フォーマットに変更する変更ステップとを含む処理をコンピュータ
に実行させることを特徴とする。
【００１７】
　本発明の情報処理装置および方法、並びにプログラムにおいては、第２のビデオ信号に
重畳されている、著作権を保護するための信号である著作権保護信号、または、第２のビ
デオ信号が暗号化処理されているかどうかが検出された場合、現在設定されている、コン
ポーネント出力端子から出力されるビデオ信号の出力フォーマットが検出され、検出され
た出力フォーマットが所定の出力フォーマットである場合、検出された出力フォーマット
が出力フォーマット記憶手段に記憶され、コンポーネント出力端子から出力されるビデオ
信号の出力フォーマットが代替出力フォーマットに変更され、著作権保護信号または暗号
化処理されていることが検出されなくなったとき、コンポーネント出力端子から出力され
るビデオ信号の出力フォーマットが、出力フォーマット記憶手段に記憶させた出力フォー
マットに変更される。
【発明の効果】
【００２４】
　本発明によれば、コンポーネント出力端子から出力されるビデオ信号の種類によって、
出力フォーマットを制御することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２５】
　以下に本発明の実施の形態を説明するが、請求項に記載の構成要件と、発明の実施の形
態における具体例との対応関係を例示すると、次のようになる。この記載は、請求項に記
載されている発明をサポートする具体例が、発明の実施の形態に記載されていることを確
認するためのものである。従って、発明の実施の形態中には記載されているが、構成要件
に対応するものとして、ここには記載されていない具体例があったとしても、そのことは
、その具体例が、その構成要件に対応するものではないことを意味するものではない。逆
に、具体例が構成要件に対応するものとしてここに記載されていたとしても、そのことは
、その具体例が、その構成要件以外の構成要件には対応しないものであることを意味する
ものでもない。
【００２６】
　さらに、この記載は、発明の実施の形態に記載されている具体例に対応する発明が、請
求項に全て記載されていることを意味するものではない。換言すれば、この記載は、発明
の実施の形態に記載されている具体例に対応する発明であって、この出願の請求項には記
載されていない発明の存在、すなわち、将来、分割出願されたり、補正により追加される
発明の存在を否定するものではない。
【００２７】
　請求項１に記載の情報処理装置は、
　OSおよびアプリケーションソフトの画像を表示する第１の表示装置と接続され、前記画
像に対応する第１のビデオ信号を出力するモニタ出力端子と、
　前記第１の表示装置とは別の第２の表示装置と接続され、前記第１のビデオ信号とは別
の第２のビデオ信号を出力するコンポーネント出力端子と、
　前記第２のビデオ信号に重畳されている、著作権を保護するための信号である著作権保
護信号、または、前記第２のビデオ信号が暗号化処理されているかどうかを検出する信号
検出手段（例えば、図４の信号処理部１０２）と、
　前記信号検出手段により前記著作権保護信号または暗号化処理されていることが検出さ
れた場合、現在設定されている、前記コンポーネント出力端子から出力されるビデオ信号
の出力フォーマットを検出する設定検出手段（例えば、図４の出力設定部１０３）と、
　前記設定検出手段で検出された前記出力フォーマットを記憶する出力フォーマット記憶
手段（例えば、図４のメモリ１０５）と、
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　前記設定検出手段で検出された前記出力フォーマットが所定の出力フォーマットである
場合、検出された前記出力フォーマットを前記出力フォーマット記憶手段に記憶させ、前
記コンポーネント出力端子から出力されるビデオ信号の出力フォーマットを代替出力フォ
ーマットに変更し、前記信号検出手段において前記著作権保護信号または暗号化処理され
ていることが検出されなくなったとき、前記コンポーネント出力端子から出力されるビデ
オ信号の出力フォーマットを、前記出力フォーマット記憶手段に記憶させた出力フォーマ
ットに変更する変更手段（例えば、図４の出力制御部１０４）と
　を備えることを特徴とする。
【００２８】
　請求項２に記載の情報処理装置は、
　前記代替出力フォーマット代替出力フォーマット設定画面（例えば、図９の設定ウィン
ドウ１６１）を前記第１の表示装置に表示させる表示制御手段と、
　前記代替出力フォーマット設定画面により設定された前記代替出力フォーマットを記憶
する代替出力フォーマット記憶手段（例えば、図４の記憶部１０６）と
　をさらに備え、
　前記変更手段は、前記設定検出手段で検出された前記出力フォーマットが前記所定の出
力フォーマットである場合、前記出力フォーマットを前記代替出力フォーマット記憶手段
に記憶されている前記代替出力フォーマットに変更する
　ことを特徴とする。
【００２９】
　請求項３に記載の情報処理装置は、
　前記表示制御手段は、さらに、前記コンポーネント出力端子と前記第２の表示装置が接
続された場合、前記第２の表示装置の情報を設定する装置情報設定画面（例えば、図６の
TV情報入力ウィンドウ１４１）を、前記第１の表示装置に表示させる
　ことを特徴とする。
【００３０】
　請求項７に記載の情報処理方法は、
　OSおよびアプリケーションソフトの画像を表示する第１の表示装置と接続され、前記画
像に対応する第１のビデオ信号を出力するモニタ出力端子と、前記第１の表示装置とは別
の第２の表示装置と接続され、前記第１のビデオ信号とは別の第２のビデオ信号を出力す
るコンポーネント出力端子とを備える情報処理装置が、
　前記第２のビデオ信号に重畳されている、著作権を保護するための信号である著作権保
護信号、または、前記第２のビデオ信号が暗号化処理されているかどうかを検出する信号
検出ステップ（例えば、図１２のステップＳ６１の処理）と、
　前記著作権保護信号または暗号化処理されていることが検出された場合、現在設定され
ている、前記コンポーネント出力端子から出力されるビデオ信号の出力フォーマットを検
出する設定検出ステップ（例えば、図１２のステップＳ６２の処理）と、
　前記設定検出ステップの処理で検出された前記出力フォーマットが所定の出力フォーマ
ットである場合、検出された前記出力フォーマットを出力フォーマット記憶手段に記憶さ
せ、前記コンポーネント出力端子から出力されるビデオ信号の出力フォーマットを代替出
力フォーマットに変更し、前記信号検出ステップにおいて前記著作権保護信号または暗号
化処理されていることの検出が終了した場合、前記コンポーネント出力端子から出力され
るビデオ信号の出力フォーマットを、前記出力フォーマット記憶手段に記憶させた出力フ
ォーマットに変更する変更ステップ（例えば、図１１のステップＳ４３の処理、図１２の
ステップＳ６５の処理）と
　を含むことを特徴とする。
【００３１】
　以下、図を参照して、本発明の実施の形態について説明する。
【００３２】
　図１は、本発明を適用したコンピュータシステムの一実施の形態の構成例を示している
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。
【００３３】
　図１のコンピュータシステムは、コンピュータ１、VGA(Video Graphics Array)モニタ
２、並びにTV（TeleVision）モニタ３およびサラウンドシステム４からなるTVセット５に
より構成されている。
【００３４】
　コンピュータ１は、受信した放送信号によるテレビ番組や、DVD(Digital Versatile Di
sk)を再生することにより得られる映画などのコンテンツの映像（ビデオ信号）や音声（
オーディオ信号）を、所定の出力端子からVGAモニタ２またはTVモニタ３に出力する。ま
た、コンピュータ１は、例えば、ハードディスクレコーダやVCR(Video Cassette Recorde
r)、またはDVDプレーヤなどの記録再生装置や、デジタルカメラ（デジタルスチルカメラ
またはデジタルビデオカメラ）などの撮像装置から、所定の入力端子を介して、映像（ビ
デオ信号）や音声（オーディオ信号）を入力させる。
【００３５】
　なお、コンピュータ１には、OS（Operating System）としてウィンドウズ（登録商標）
（Windows（登録商標））がインストールされており、そのOS上で動作する表計算作成処
理ソフトや文書作成処理ソフトなどの所定のアプリケーションプログラムもインストール
されている。また、コンピュータ１では、インターネットなどのネットワークに接続する
ことができるようになっており、所望のWebサーバ等にアクセスすることもできる。
【００３６】
　VGAモニタ２は、例えば、LCD(Liquid Crystal Display)などにより構成される画面１１
を有し、コンピュータ１の出力端子とアナログRGBケーブルまたはDVI(Digital Visual In
terface)などにより接続されている。これにより、VGAモニタ２は、コンピュータ１から
供給されるビデオ信号に従い、所定の映像を画面１１に表示する。例えば、VGAモニタ２
は、ウィンドウズ（登録商標）や、表計算作成処理ソフト、文書作成ソフト、またはメー
ル送受信ソフト（メーラー）等が作成するウィンドウなどの画像を画面（表示領域）１１
に表示する。なお、VGAモニタ２は、画面１１の解像度を、640×480（VGA）の他、1024×
768（SVGA(Super Video Graphics Array)）、1280×1024（SXGA(Super eXtended Graphic
s Array)）などでも表示することが可能である。
【００３７】
　一方、TVモニタ３は、信号フォーマットが525ｉ，525ｐ，1125ｉ、および750ｐ（後述
）の放送信号を受信して、表示することが可能なテレビジョン受像機である。TVモニタ３
の画面（表示領域）１２は、LCDやPDP(Plasma Display Panel)などで構成され、VGAモニ
タ２の画面１１より大きな画面となっている。
【００３８】
　また、TVモニタ３は、信号フォーマットが525ｉ，525ｐ，1125ｉ、および750ｐのコン
ポーネント・ビデオ信号を入力することが可能な外部入力端子を有しており、そこにコン
ピュータ１の出力端子（ビデオ出力端子）からのビデオ信号が入力されている。
【００３９】
　さらに、TVモニタ３は、６チャンネル（5.1チャンネル）のオーディオ信号を入力する
ことが可能な外部入力端子も有しており、そこにコンピュータ１の出力端子（オーディオ
出力端子）からのオーディオ信号が入力されている。そして、TVモニタ３に入力されたオ
ーディオ信号は、TVモニタ３と接続されたサラウンドシステム４から、右、左、フロント
（中央）、リア左、リア右、サブウーハーの合計６チャンネル（5.1チャンネル）の音声
として出力される。
【００４０】
　以上のように構成されるコンピュータシステムでは、ユーザは、VGAモニタ２をメイン
のモニタとして使用し、TVモニタ３をサブのモニタとして使用する。即ち、通常は、コン
ピュータ１からの映像または音声は、VGAモニタ２に出力されるようになっており、ユー
ザは、文書作成処理や電子メールの作成および送受信、Webページの閲覧などの作業を、V
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GAモニタ２の画面１１に表示された映像（画像）を参照して行う。そして、ユーザが、テ
レビ番組やDVDの再生による映画などのコンテンツを大画面で、またはVGAモニタ２とは独
立した画面で鑑賞したいときなどに、コンピュータ１を操作することによりTVモニタ用ア
プリケーションを起動させる。TVモニタ用アプリケーションは、ユーザに指定されたコン
テンツの映像をTVモニタ３に出力し、音声をサラウンドシステム４から出力させる。
【００４１】
　次に、図２を参照して、TVモニタ３が受信または入力可能なビデオ信号の信号フォーマ
ットについて説明する。上述したように、TVモニタ３は、525ｉ，525ｐ，1125ｉ、および
750ｐのビデオ信号（放送信号）を入力することができる。
【００４２】
　ここで、525ｉの信号フォーマットは、図２に示すように、ビデオ信号の走査線数（解
像度）が525本であり、ビデオ信号の有効走査線数が480本であり、ビデオ信号の走査方式
がインターレース（飛び越し走査方式）であることを表している。
【００４３】
　また、525ｐの信号フォーマットは、ビデオ信号の走査線数が525本であり、ビデオ信号
の有効走査線数が480本であり、ビデオ信号の走査方式がプログレッシブ（順次走査方式
）であることを表している。
【００４４】
　同様に、1125iの信号フォーマットは、ビデオ信号の走査線数が1125本であり、ビデオ
信号の有効走査線数が1080本であり、ビデオ信号の走査方式がインターレース（飛び越し
走査方式）であることを表している。
【００４５】
　750ｐの信号フォーマットは、ビデオ信号の走査線数が750本であり、ビデオ信号の有効
走査線数が720本であり、ビデオ信号の走査方式がプログレッシブ（順次走査方式）であ
ることを表している。
【００４６】
　なお、525ｉのコンポーネント・ビデオ信号のみが入力可能な端子は、EIAJ（Electroni
c Industries Association of Japan；日本電子機械工業会）のCP-4120の規格では、D１
端子と呼ばれている。
【００４７】
　また、525ｐのコンポーネント・ビデオ信号を入力可能な端子は、525ｉのコンポーネン
ト・ビデオ信号も入力可能となっており、EIAJのCP-4120の規格では、D２端子と呼ばれて
いる。
【００４８】
　1125ｉのコンポーネント・ビデオ信号を入力可能な端子は、525ｉおよび525ｐのコンポ
ーネント・ビデオ信号も入力可能となっており、EIAJのCP-4120の規格では、D３端子と呼
ばれている。
【００４９】
　750pのコンポーネント・ビデオ信号を入力可能な端子は、525ｉ，525ｐ、および1125ｉ
のコンポーネント・ビデオ信号も入力可能となっており、EIAJのCP-4120の規格では、D４
端子と呼ばれている。
【００５０】
　図３は、図１のコンピュータ１の構成例を示すブロック図である。
【００５１】
　図３において、CPU（Central Processing Unit）２１は、ROM（Read Only Memory）２
２に記憶されているプログラム、またはHDD(Hard Disk Drive)３２からRAM（Random Acce
ss Memory）２３にロードされたプログラムに従って各種の処理を実行する。RAM２３には
また、CPU２１が各種の処理を実行する上において必要なデータなども適宜記憶される。
【００５２】
　ここで、HDD３２からRAM２３にロードされ、CPU２１において処理が実行されるプログ
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ラム（アプリケーション）としては、上述したOSや表計算作成処理ソフトの他、コンピュ
ータ１からの音声の出力を制御する音声出力制御プログラム、コンピュータ１からの映像
の出力を制御する映像出力制御プログラムなどがある。
【００５３】
　CPU２１、ROM２２、およびRAM２３は、バス２４を介して相互に接続されている。この
バス２４にはまた、入出力インタフェース２５も接続されている。
【００５４】
　入出力インタフェース２５には、図示せぬアンテナより供給される放送信号を受信し、
所定のチャンネルの放送信号を検波、復調するチューナ２６、オーディオ信号（音声）を
生成するオーディオデバイス（メイン）２７およびオーディオデバイス（サブ）２８、キ
ーボード、マウスなどよりなる操作部２９、外部からのビデオ信号（映像）またはオーデ
ィオ信号（音声）を入力させる入力部３０、ビデオ信号（映像）またはオーディオ信号（
音声）を外部の装置に出力する出力部３１、所定のデータを記憶（記録）するHDD３２、
モデム、ターミナルアダプタなどより構成される通信部３３、並びに、DVD７１の記録ま
たは再生を行うDVDドライブ３４が接続されている。
【００５５】
　入出力インタフェース２５にはまた、必要に応じてドライブ３５が接続され、磁気ディ
スク（フロッピディスクを含む）、光ディスク（CD-ROM(Compact Disk-Read Only Memory
）、光磁気ディスク（MD（Mini-Disk）を含む）、或いは半導体メモリなどのリムーバブ
ルメディア（記録媒体）７２が適宜装着され、それらから読み出されたコンピュータプロ
グラムが、必要に応じてHDD３２にインストールされる。
【００５６】
　入力部３０は、輝度信号と色信号をセパレートさせたビデオ信号を入力させるＳ（Ｓ映
像）入力端子４１、コンポジット・ビデオ信号を入力させるコンポジット入力端子４２、
並びにオーディオ信号を入力させるオーディオ入力端子４３を少なくとも有している。
【００５７】
　出力部３１は、音声出力部（オーディオ出力端子）５１と映像出力部（ビデオ出力端子
）５２とで構成されている。
【００５８】
　音声出力部５１は、VGAモニタ２に内蔵されているスピーカにオーディオ信号（音声）
を出力するVGAモニタ（V）出力端子６１、ヘッドフォン（Head Phone）にオーディオ信号
（音声）を出力するヘッドフォン（H）出力端子６２、並びにオーディオ信号（音声）を
サラウンド出力するサラウンド（5.1CH）出力端子６３を少なくとも有している。なお、V
GAモニタ出力端子６１およびヘッドフォン出力端子６２からのオーディオ信号は、音量レ
ベルを変更して出力することができるが、サラウンド出力端子６３はRCA端子となってお
り、音量レベルを変更して出力することはできない（出力される音量レベルは固定である
）。
【００５９】
　図１のコンピュータシステムでは、VGAモニタ出力端子６１が、所定のケーブルを介し
て、VGAモニタ２と接続されている。また、サラウンド出力端子６３が、所定のケーブル
を介して、TVモニタ３と接続されている。
【００６０】
　映像出力部５２は、輝度信号と色信号をセパレートさせたビデオ信号を出力するＳ（Ｓ
映像）出力端子６４、コンポジット・ビデオ信号を出力するコンポジット（CS）出力端子
６５、コンポーネント・ビデオ信号を出力するコンポーネント（CP）出力端子６６、並び
に、アナログRGBまたはDVI(Digital Visual Interface)などによりVGAモニタ２用のビデ
オ信号を出力するVGAモニタ（V）出力端子６７を少なくとも有している。
【００６１】
　図１のコンピュータシステムでは、VGAモニタ出力端子６７が、所定のケーブルを介し
て、VGAモニタ２と接続されている。また、コンポーネント出力端子６６が、所定のケー
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ブルを介して、TVモニタ３と接続されている。
【００６２】
　HDD３２は、上述したOSや表計算作成処理ソフト、音声出力制御プログラム、映像出力
制御プログラムなどの各種の（アプリケーション）プログラムを、内蔵するハードディス
クに記憶（記録）している。HDD３２に記憶されているプログラムは、ユーザの操作に対
応する操作部２９からの操作信号に基づくCPU２１の制御により、RAM２３などにロードさ
れる。
【００６３】
　また、HDD３２は、入力部３０から入力される、例えば、デジタルカメラなどで撮影さ
れた映像（音声も含む）や、チューナ２６が受信したテレビ番組の映像または音声なども
記憶することができる。これにより、例えば、ユーザは、HDD３２に記録されている、以
前に録画したテレビ番組を再生して視聴したり、デジタルカメラで撮影した映像を編集し
、HDD３２に記憶させることができる。なお、テレビ番組やデジタルカメラの映像は、SD 
(Standard Definition)映像か、またはHD (High Definition)映像のどちらでもよい。
【００６４】
　以上のように構成されるコンピュータ１では、ユーザは、例えば、チューナ２６で受信
したテレビ番組の映像、DVDドライブ３４で再生した映画やドラマの映像、または入力部
３０から入力されたデジタルカメラの映像（静止画、音声も含む）などを、出力部３１か
らVGAモニタ２またはTVモニタ３に出力（表示）させて視聴したり、HDD３２に記憶（記録
）させることができる。なお、コンピュータ１には、チューナ２６を複数設けるようにし
て、複数のチャンネルでそれぞれ放送されている複数のテレビ番組を同時に記録させるよ
うにすることもできる。
【００６５】
　コンピュータ１と接続されているTVモニタ３は、上述したように、525ｉ，525ｐ，1125
ｉ、または750pのいずれの信号フォーマットのビデオ信号でも入力可能（表示可能）とな
っている。従って、コンピュータ１のコンポーネント出力端子６６から、チューナ２６が
受信した1125ｉや750pのビデオ信号のテレビ番組や、デジタルカメラで撮影した1125ｉや
750pのビデオ信号の映像をTVモニタ３に出力する場合には、コンピュータ１は、そのまま
の1125ｉや750pの信号フォーマットで（高品位フォーマットで）出力した方がよい。
【００６６】
　しかしながら、コンピュータ１からTVモニタ３に出力する映像が、例えば、DVDドライ
ブ３４で再生した、著作権を保護する必要のある映画などのコンテンツであって、ビデオ
信号にマクロビジョン信号が重畳されている場合には、その映像のビデオ信号を、1125ｉ
や750pの信号フォーマットで出力することができない。なぜなら、著作権を保護する信号
であるマクロビジョン信号は、525ｉまたは525ｐの信号フォーマットを前提としており、
1125ｉや750pの信号フォーマットで出力する場合の規格が定められていないからである。
【００６７】
　従って、コンポーネント出力端子６６から出力するビデオ信号にマクロビジョン信号が
重畳されている場合、コンピュータ１は、525ｉまたは525ｐの信号フォーマットに変換し
てビデオ信号を出力する必要がある。なお、コンポーネント出力端子６６から出力するビ
デオ信号がCSS（Content Scrambling System）による暗号化処理されている場合にも、同
様の理由により、525ｉまたは525ｐの信号フォーマットでビデオ信号を出力する必要があ
る。
【００６８】
　図４は、コンピュータ１が映像出力部５２のコンポーネント出力端子６６から出力する
ビデオ信号の信号フォーマット（以下、出力フォーマットという）を制御する場合の機能
的な構成例を示すブロック図である。
【００６９】
　信号入力部１０１は、ビデオ信号を信号処理部１０２に入力（供給）する。このビデオ
信号は、入力部３０（図３）から入力されたビデオ信号やDVDドライブ３４（図３）で再
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生されたビデオ信号である。
【００７０】
　信号処理部１０２は、A/D（Analog/Digital）変換処理や、MPEG(Moving Picture Exper
ts Group）などの所定のフォーマットの伸長処理などを必要に応じて行い、その結果得ら
れるビデオ信号を出力設定部１０３に供給する。なお、信号処理部１０２がビデオ信号を
出力設定部１０３に供給している間、信号処理部１０２から出力制御部１０４に再生処理
信号が供給される。
【００７１】
　また、信号処理部１０２は、信号入力部１０１から供給されるビデオ信号がCSS（Conte
nt Scrambling System）によって暗号化処理されているかどうかを検出する。さらに、信
号処理部１０２は、信号入力部１０１から供給されるビデオ信号にマクロビジョン信号が
重畳されているかどうかを検出する。ここで、マクロビジョン信号は、著作権を保護する
ための信号（著作権保護信号）である。
【００７２】
　なお、以下では、信号入力部１０１から供給されるビデオ信号がCSS（Content Scrambl
ing System）によって暗号化処理されていると検出された場合を、適宜、CSSが検出され
た場合ともいう。また、信号入力部１０１から供給されるビデオ信号にマクロビジョン信
号が重畳されていることが検出された場合を、適宜、マクロビジョン信号が検出された場
合ともいう。
【００７３】
　そして、CSSが検出された場合、またはマクロビジョン信号が検出された場合、信号処
理部１０２は、再生処理信号とともに検知信号を出力制御部１０４に供給する。
【００７４】
　図４において、信号処理部１０２から検知信号が供給される場合は、次の２通りがある
。１つは、DVDドライブ３４で再生されたビデオ信号から、CSSまたはマクロビジョン信号
が検出される場合、もう１つは、入力部３０から入力されたビデオ信号から、マクロビジ
ョン信号が検出される場合である。
【００７５】
　信号処理部１０２は、最初に、信号入力部１０１から供給されるビデオ信号がCSSによ
る暗号化処理されているかどうかを検出する。そして、CSSが検出されない場合に、信号
処理部１０２は、信号入力部１０１から供給されるビデオ信号にマクロビジョン信号が重
畳されているかどうかを検出する。従って、例えば、DVDドライブ３４で再生されたビデ
オ信号には、CSSによる暗号化処理がなされ、かつマクロビジョン信号が重畳されている
場合があるが、この場合、CSSが検出されたときに、信号処理部１０２は、検知信号を出
力制御部１０４に出力し、ビデオ信号にマクロビジョン信号が重畳されているかどうかに
ついては検出しない。その結果、信号処理部１０２は、DVDドライブ３４で再生されたビ
デオ信号からは、CSSを検出し、入力部３０から入力されたビデオ信号からは、マクロビ
ジョン信号を検出することになる。勿論、信号処理部１０２が、DVDドライブ３４で再生
されたビデオ信号から、CSSおよびマクロビジョン信号の両方を検出するようにしても良
い。
【００７６】
　出力設定部１０３は、VGAモニタ２と接続されているVGAモニタ出力端子６７の他に、Ｓ
映像出力端子６４、コンポジット出力端子６５、またはコンポーネント出力端子６６のい
ずれかにTVモニタ３が接続されているかどうかを検出する。本実施の形態では、上述した
ように、コンポーネント出力端子６６とTVモニタ３とが接続されている。
【００７７】
　そして、TVモニタ３がコンポーネント出力端子６６と接続されている場合には、出力設
定部１０３は、信号処理部１０２から供給されるビデオ信号を、525ｉ，525ｐ，1125ｉ、
または750pのいずれの信号フォーマットで出力するかどうかを設定する。信号処理部１０
２から供給されるビデオ信号を525ｉ，525ｐ，1125ｉ、または750pのいずれの信号フォー
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マットで出力するかどうかは、出力制御部１０４から供給される出力フォーマット設定信
号により決定（設定）される。出力設定部１０３は、出力フォーマット設定信号により決
定された出力フォーマットで、信号処理部１０２から供給されるビデオ信号をTVモニタ３
に出力する。
【００７８】
　出力制御部１０４は、信号処理部１０２から再生処理信号が供給されているか否かによ
り、出力設定部１０３からTVモニタ３へのビデオ信号の出力が行われているか否かを判定
する。
【００７９】
　また、出力制御部１０４は、信号処理部１０２から検知信号が供給された場合、出力設
定部１０３に、TVモニタ３と接続されている端子の種類を確認する。ここで、TVモニタ３
と接続されている端子の種類がコンポーネント出力端子６６である場合には、出力制御部
１０４は、現在設定されている、コンポーネント出力端子６６から出力されるビデオ信号
の出力フォーマットも確認する。そして、TVモニタ３と接続されている端子の種類がコン
ポーネント出力端子６６で、出力フォーマットが1125ｉまたは750pである場合、出力制御
部１０４は、現在の出力フォーマットをメモリ１０５に記憶させ、予めユーザにより設定
されている、検知信号が供給された時の出力フォーマット（以下、適宜、代替出力フォー
マットという）を記憶部１０６から読み出し、その読み出した代替出力フォーマットに変
更する。即ち、出力制御部１０４は、記憶部１０６に記憶されている代替出力フォーマッ
トの出力フォーマット設定信号を出力設定部１０３に供給する。なお、代替出力フォーマ
ットの設定方法については、図９を参照して後述する。
【００８０】
　メモリ１０５は、上述したように、出力制御部１０４から供給される出力フォーマット
を記憶する。また、記憶部１０６は、ユーザにより設定される代替出力フォーマットを記
憶する。
【００８１】
　なお、信号処理部１０２から検知信号が供給されなくなった場合、即ち、信号処理部１
０２においてCSSまたはマクロビジョン信号が検出されなくなった場合、出力制御部１０
４は、メモリ１０５に一時記憶させておいた元の出力フォーマットの出力フォーマット設
定信号を出力設定部１０３に供給し、元の出力フォーマットに戻す（出力設定部１０３を
元の出力フォーマットに変更する）。
【００８２】
　図４において、信号入力部１０１は、図３の入力部３０やDVDドライブ３４に対応し、
信号処理部１０２、出力設定部１０３、および出力制御部１０４は、図３のCPU２１（で
実行される映像出力制御プログラム）に対応する。また、メモリ１０５は、RAM２３に、
記憶部１０６は、HDD３２に、それぞれ対応する。
【００８３】
　次に、図５乃至図７を参照して、映像出力部５２のコンポーネント出力端子６６に初め
てTVモニタ３が接続されたときの、コンポーネント出力端子６６からの出力フォーマット
をユーザに初期設定させる処理について説明する。
【００８４】
　所定の信号ケーブルを介して、映像出力部５２のコンポーネント出力端子６６とTVモニ
タ３とが初めて接続された場合、コンピュータ１は、図５に示すTV出力設定確認ウィンド
ウ１２１をVGAモニタ２に表示させる。
【００８５】
　TV出力設定確認ウィンドウ１２１には、「お使いのコンピュータにテレビが接続されて
います。映像をテレビに表示するための設定を行いますか？」のメッセージとともに、「
今設定する」ボタン１２２および「後で設定する」ボタン１２３が表示されている。
【００８６】
　ユーザは、コンポーネント出力端子６６から出力するときの出力フォーマットを今設定
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する場合には「今設定する」ボタン１２２を、後で設定する場合には「後で設定する」ボ
タン１２３を、マウスまたはキーボードにより押下する。
【００８７】
　図５のTV出力設定確認ウィンドウ１２１において、「今設定する」ボタン１２２がユー
ザにより押下された場合、図６に示すTV情報入力ウィンドウ１４１がVGAモニタ２に表示
される。
【００８８】
　一方、図５のTV出力設定確認ウィンドウ１２１において、「後で設定する」ボタン１２
３がユーザにより押下された場合、VGAモニタ２上のTV出力設定確認ウィンドウ１２１が
消去され、コンポーネント出力端子６６からの出力フォーマットをユーザに初期設定させ
る処理は終了する。この場合、TVモニタ３は、使用されない。そして、Ｓ映像出力端子６
４、コンポジット出力端子６５、またはコンポーネント出力端子６６のいずれかとTVモニ
タ３とが接続された状態で、次にコンピュータ１が起動されたときに、図５のTV出力設定
確認ウィンドウ１２１が再度VGAモニタ２に表示される。
【００８９】
　図５のTV出力設定確認ウィンドウ１２１において、「今設定する」ボタン１２２がユー
ザにより押下された場合、図６のTV情報入力ウィンドウ１４１には、「コンピュータに接
続したテレビの情報を入力してください。」のメッセージとともに、“画面を出力する端
子”、“画面のアスペクト比”、および“出力フォーマットの種類”の３項目が表示され
る。
【００９０】
　“画面を出力する端子”の項目の右横には、出力設定部１０３が検出したTVモニタ３と
接続されている出力端子の種類が表示される。いまの場合、TVモニタ３は、コンポーネン
ト出力端子６６と接続されているので、“画面を出力する端子”の右横には「コンポーネ
ント端子」の文字が表示されている。
【００９１】
　“画面のアスペクト比”の項目の右横には、コンポーネント出力端子６６から出力する
ビデオ信号のアスペクト比を選択するコンボボックス１４２が表示されている。このコン
ボボックス１４２では、図７に示すように、「４：３」または「１６：９」のアスペクト
比が選択可能となっている。
【００９２】
　“出力フォーマットの種類”の項目の右横には、コンポーネント出力端子６６から出力
するビデオ信号の信号フォーマット（出力フォーマット）を選択するコンボボックス１４
３が表示されている。このコンボボックス１４３では、図７に示すように、525ｉ，525ｐ
，1125ｉ、または750pのいずれかの出力フォーマットが選択可能となっている。
【００９３】
　TVモニタ３のような、コンポーネント・ビデオ信号入力端子を有する入力側の装置では
、自分が525ｉ，525ｐ，1125ｉ、または750pのうちの、どこまでの信号フォーマットのビ
デオ信号を入力可能であるかのスペックが決められている。コンボボックス１４３は、入
力側の装置で決められている入力可能な信号フォーマットのいわば上限をユーザに設定さ
せるためのものである。
【００９４】
　なお、出力設定部１０３が検出した出力端子の種類がＳ映像出力端子６４またはコンポ
ジット出力端子６５である場合、即ち、“画面を出力する端子”の項目の右横に、「Ｓ端
子」または「コンポジット端子」の文字が表示されている場合、“出力フォーマットの種
類”の項目は、表示されない。
【００９５】
　ユーザは、コンボボックス１４２および１４３で選択可能な複数の項目のなかから、所
定の項目を選択し、「入力完了」ボタン１４４を押下する。これにより、出力制御部１０
４は、ユーザにより選択された出力フォーマットの出力フォーマット設定信号を出力設定
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部１０３に供給する。そして、出力設定部１０３は、信号処理部１０２からビデオ信号が
供給された場合、そのビデオ信号を、出力フォーマット設定信号が表す設定（出力フォー
マット）でコンポーネント出力端子６６から出力する。
【００９６】
　図８のフローチャートを参照して、図５乃至図７で説明した、出力フォーマットをユー
ザに初期設定させる出力フォーマット初期設定処理についてさらに説明する。この処理は
、例えば、映像出力部５２のコンポーネント出力端子６６に初めてTVモニタ３が接続され
た場合に開始される。
【００９７】
　初めに、ステップＳ１において、コンピュータ１は、図５のTV出力設定確認ウィンドウ
１２１をVGAモニタ２に表示させて、ステップＳ２に進む。
【００９８】
　ステップＳ２において、コンピュータ１は、図５のTV出力設定確認ウィンドウ１２１の
なかの、「今設定する」ボタン１２２がユーザにより選択されたか否かを判定する。ステ
ップＳ２で、「今設定する」ボタン１２２がユーザにより選択されなかった場合、即ち、
「後で選択する」ボタン１２３がユーザにより選択された場合、処理を終了する。
【００９９】
　一方、ステップＳ２で、「今設定する」ボタン１２２がユーザにより選択された場合、
ステップＳ３に進み、コンピュータ１は、図６のTV情報入力ウィンドウ１４１をVGAモニ
タ２に表示させて、ステップＳ４に進む。
【０１００】
　ステップＳ４において、コンピュータ１は、図６のTV情報入力ウィンドウ１４１におけ
る出力フォーマットの入力が完了したか否かを判定し、出力フォーマットの入力が完了し
たと判定されるまで待機する。
【０１０１】
　ステップＳ４で、出力フォーマットの入力が完了したと判定された場合、即ち、「入力
完了」ボタン１４４がユーザにより押下された場合、ステップＳ５に進み、コンピュータ
１は、図６のTV情報入力ウィンドウ１４１において、ユーザにより選択された出力フォー
マットを記憶部１０６に記憶させる。また、ステップＳ５において、コンピュータ１は、
ユーザにより選択された出力フォーマットに出力設定部１０３を設定して、処理を終了す
る。即ち、コンピュータ１の出力制御部１０４は、図６のTV情報入力ウィンドウ１４１に
おいて、ユーザにより選択された出力フォーマットの出力フォーマット設定信号を出力設
定部１０３に供給する。これにより、出力設定部１０３は、コンポーネント出力端子６６
から出力されるビデオ信号の出力フォーマットを、出力フォーマット設定信号が表す出力
フォーマットに設定して、処理を終了する。
【０１０２】
　以上のようにして、コンポーネント出力端子６６に接続されているTVモニタ３が入力可
能なビデオ信号の信号フォーマット（の上限）、換言すれば、コンピュータ１がコンポー
ネント出力端子６６から出力可能なビデオ信号の出力フォーマット（の上限）がコンピュ
ータ１に設定される。
【０１０３】
　そして、コンピュータ１の出力制御部１０４は、信号処理部１０２から検知信号が供給
されると、図８の出力フォーマット初期設定処理で設定された出力フォーマットをメモリ
１０５に（一時）記憶させ、予めユーザにより設定された代替出力フォーマットを記憶部
１０６から読み出し、その読み出した代替出力フォーマットに設定を変更する。
【０１０４】
　図９は、記憶部１０６に記憶されている代替出力フォーマットを設定する場合の、設定
ウィンドウの例を示している。
【０１０５】
　図９の設定ウィンドウ１６１では、コンボボックス１６２において、DVDドライブ３４



(16) JP 4403400 B2 2010.1.27

10

20

30

40

50

で再生されたビデオ信号から、CSSが検出された場合に変更する出力フォーマットを、ユ
ーザが選択するようになされている。
【０１０６】
　即ち、「再生に制限のあるDVD再生時の出力フォーマット」の項目の下方に、「コンポ
ーネント出力端子の接続先が、1125ｉまたは750ｐである場合に、再生に制限のあるＤＶ
Ｄの映像を表示するために自動的に切り替える出力フォーマットを選択します。」の説明
文とともに、コンボボックス１６２が設けられている。
【０１０７】
　一方、コンボボックス１６３では、入力部３０から入力（外部入力）されたビデオ信号
から、マクロビジョン信号が検出された場合に変更する出力フォーマットを、ユーザが選
択するようになされている。
【０１０８】
　即ち、「外部入力されたビデオ信号再生時の出力フォーマット」の項目の下方に、「コ
ンポーネント出力端子の接続先が、1125ｉまたは750ｐである場合に、再生に制限のある
外部入力信号の映像を表示するために自動的に切り替える出力フォーマットを選択します
。」の説明文とともに、コンボボックス１６３が設けられている。
【０１０９】
　コンボボックス１６２および１６３は、コンポーネント出力端子６６から出力可能なビ
デオ信号の出力フォーマットが525ｐ，1025ｉ，750ｐのいずれかの場合には、525ｉと525
ｐの中からいずれか一方を選択することができるようになっている。但し、デフォルトで
は、525pが選択されている。また、コンボボックス１６２および１６３は、コンポーネン
ト出力端子６６から出力可能なビデオ信号の出力フォーマットが525ｉである場合には、5
25ｉが選択された状態でグレー表示され、ユーザが変更できないようになっている。
【０１１０】
　ユーザは、コンボボックス１６２および１６３を所望の設定にした後、「ＯＫ」ボタン
１６４を押下する。これにより、出力制御部１０４は、コンボボックス１６２および１６
３で設定された出力フォーマットを、代替出力フォーマットとして記憶部１０６に記憶さ
せる。
【０１１１】
　また、ユーザがコンボボックス１６２および１６３の設定を中止（変更せずに終了）し
たい場合には、「キャンセル」ボタン１６５を押下する。この場合、コンボボックス１６
２および１６３で設定（変更）された出力フォーマットは記憶部１０６に記憶されない（
反映されない）。「ヘルプ」ボタン１６６は、設定ウィンドウ１６１の操作についてのヘ
ルプを表示させたい場合に、ユーザにより押下される。
【０１１２】
　以上のようにして設定された代替出力フォーマットが、出力制御部１０４において信号
処理部１０２から検知信号が供給された場合に、記憶部１０６から読み出され、出力設定
部１０３で設定される。
【０１１３】
　次に、図１０のフローチャートを参照して、DVDドライブ３４においてDVD７１の再生を
開始する時の出力制御処理について説明する。
【０１１４】
　初めに、ステップＳ２１において、出力制御部１０４は、CSSが検出されたか否かを判
定し、CSSが検出されたと判定されるまで待機する。即ち、出力制御部１０４は、検知信
号が信号処理部１０２から出力制御部１０４に供給されるまで待機する。
【０１１５】
　ステップＳ２１で、CSSが検出されたと判定された場合、ステップＳ２２に進み、出力
制御部１０４は、現在TVモニタ３と接続されている端子の種類と、コンポーネント出力端
子６６の出力フォーマットとを出力設定部１０３に確認する。出力設定部１０３は、図６
のTV情報入力ウィンドウ１４１でユーザにより設定された出力フォーマットであり、現在
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設定されている、コンポーネント出力端子６６から出力されるビデオ信号の出力フォーマ
ットを検出し、出力制御部１０４に供給して、ステップＳ２３に進む。
【０１１６】
　ステップＳ２３において、出力制御部１０４は、出力設定部１０３から供給された現在
の出力フォーマットが1125ｉまたは750ｐであるか否かを判定する。ステップＳ２３で、
出力設定部１０３から供給された現在の出力フォーマットが1125ｉまたは750ｐであると
判定された場合、ステップＳ２４に進み、出力制御部１０４は、現在の出力フォーマット
をメモリ１０５に記憶させて、ステップＳ２５に進む。
【０１１７】
　ステップＳ２５において、出力制御部１０４は、図９の設定ウィンドウ１６１において
予めユーザにより設定され、登録されている代替出力フォーマットを記憶部１０６から読
み出し、その読み出した代替出力フォーマット（コンボボックス１６２で選択されたフォ
ーマット）に設定を変更して、ステップＳ２６に進む。
【０１１８】
　一方、ステップＳ２３で、出力設定部１０３から供給された現在の出力フォーマットが
1125ｉまたは750ｐではない、即ち、現在の出力フォーマットが525ｉまたは525ｐである
と判定された場合、ステップＳ２６に進む。
【０１１９】
　ステップＳ２６において、出力設定部１０３は、いま設定されている出力フォーマット
（525ｉまたは525ｐ）で、信号処理部１０２から供給されるビデオ信号のTVモニタ３への
出力を開始して、処理を終了する。
【０１２０】
　次に、図１１のフローチャートを参照して、DVDドライブ３４においてDVD７１の再生を
終了する時の出力制御処理について説明する。
【０１２１】
　初めに、ステップＳ４１において、出力制御部１０４は、再生が終了したか否かを判定
し、再生が終了したと判定されるまで待機する。
【０１２２】
　ステップＳ４１で、再生が終了したと判定された場合、即ち、信号処理部１０２からの
再生処理信号の供給が終了した場合、ステップＳ４２に進み、出力制御部１０４は、再生
を開始した時に、出力フォーマットを変更したか否かを判定する。ステップＳ４２で、出
力フォーマットを変更していないと判定された場合、処理を終了する。
【０１２３】
　一方、ステップＳ４２で、出力フォーマットを変更したと判定された場合、ステップＳ
４３に進み、出力制御部１０４は、メモリ１０５に記憶させておいた元の出力フォーマッ
トに設定を変更して、処理を終了する。
【０１２４】
　次に、図１２のフローチャートを参照して、入力部３０から外部入力されたビデオ信号
の出力制御処理について説明する。
【０１２５】
　初めに、ステップＳ６１において、出力制御部１０４は、マクロビジョン信号が検出さ
れたか否かを判定し、マクロビジョン信号が検出されたと判定されるまで待機する。即ち
、出力制御部１０４は、検知信号が信号処理部１０２から出力制御部１０４に供給される
まで待機する。そして、ステップＳ６１で、マクロビジョン信号が検出されたと判定され
た場合、ステップＳ６２に進む。
【０１２６】
　ステップＳ６２乃至Ｓ６６の処理は、ステップＳ６５で変更される設定（代替出力フォ
ーマット）が、コンボボックス１６２で選択されたフォーマットの代わりに、コンボボッ
クス１６３で選択されたフォーマットとなる他は、上述した図１０のステップＳ２２乃至
Ｓ２６の処理と同様であるので、その説明を省略する。
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【０１２７】
　また、入力部３０からのビデオ信号の入力が終了した時の出力制御処理は、図１１の出
力制御処理と同様であるので、その説明を省略する。
【０１２８】
　以上のように、図１０および図１２の出力制御処理によれば、525ｉ，525ｐ，1125ｉ、
および750ｐの信号フォーマットを出力可能なコンポーネント出力端子６６を備えるコン
ピュータ１において、コンポーネント出力端子６６から出力するビデオ信号を525ｉまた
は525ｐの信号フォーマットで出力する必要がある場合、即ち、コンポーネント出力端子
６６から出力されるビデオ信号がCSSによる暗号化処理がなされている場合や、コンポー
ネント出力端子６６から出力されるビデオ信号にマクロビジョン信号が重畳されている場
合、コンピュータ１は、出力フォーマットを、予め設定され、記憶部１０６に記憶されて
いる代替出力フォーマット（525ｉまたは525ｐ）に変更して、コンポーネント出力端子６
６から出力することができる。
【０１２９】
　また、図１１の出力制御処理によれば、525ｉまたは525ｐの信号フォーマットで出力す
る必要があるビデオ信号の、コンポーネント出力端子６６からの出力が終了した場合には
、コンポーネント出力端子６６に接続されているTVモニタ３が入力可能な（上限の）出力
フォーマット（1125ｉまたは750ｐ）に設定を戻すので、525ｉまたは525ｐの信号フォー
マットで出力する必要があるビデオ信号以外のビデオ信号をコンポーネント出力端子６６
から出力する場合には、そのままの高品位の出力フォーマットで出力することができる。
【０１３０】
　これにより、例えば、ハイビジョンで受信したテレビ番組や、HD撮影されたデジタルカ
メラの映像などは、高品位の出力フォーマット（1125ｉまたは750ｐ）のままコンポーネ
ント出力端子６６から出力し、一方、DVDドライブ３４で再生され、マクロビジョン信号
が重畳されている映画の映像などは、525ｉまたは525ｐの出力フォーマットでコンポーネ
ント出力端子６６から出力することができる。即ち、コンポーネント出力端子６６から出
力されるビデオ信号の種類によって、出力フォーマットを制御（変更）することができる
。
【０１３１】
　なお、上述した実施の形態では、525ｉまたは525ｐの信号フォーマットで出力する必要
があるビデオ信号の例として、ビデオ信号がCSSによる暗号化処理されている場合や、ビ
デオ信号にマクロビジョン信号が重畳されている場合を説明したが、それ以外の場合であ
ってもよい。
【０１３２】
　また、CSSによる暗号化処理されているビデオ信号またはマクロビジョン信号が重畳さ
れているビデオ信号は、上述したような、DVDドライブ３４で再生される信号または入力
部３０から入力されてくる信号の他、チューナ２６が受信する信号（放送信号）であって
もよい。
【０１３３】
　さらに、コンピュータ１は、CSSおよびマクロビジョン信号の両方を検出することがで
きるものとして説明したが、CSSまたはマクロビジョン信号のいずれか一方のみを検出す
るものでもよい。
【０１３４】
　上述した実施の形態では、説明を分かりやすくするため、TVモニタ３の画面１２は、VG
Aモニタ２の画面１１より大きいものとして説明したが、TVモニタ３の画面１２は、必ず
しもVGAモニタ２の画面１１より大である必要はない。
【０１３５】
　また、本実施の形態では、コンポーネント出力端子を備える装置を、コンピュータとし
て説明したが、本発明は、コンピュータの他、HDD，DVDドライブ等を備える記録再生装置
にも適用することが可能である。
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【０１３６】
　なお、本明細書において、フローチャートに記述されたステップは、記載された順序に
沿って時系列的に行われる処理はもちろん、必ずしも時系列的に処理されなくとも、並列
的あるいは個別に実行される処理をも含むものである。
【０１３７】
　また、本明細書において、システムとは、複数の装置により構成される装置全体を表す
ものである。
【図面の簡単な説明】
【０１３８】
【図１】本発明を適用したコンピュータシステムの一実施の形態の構成例を示す図である
。
【図２】ビデオ信号の信号フォーマットについて説明する図である。
【図３】図１のコンピュータ１の構成例を示すブロック図である。
【図４】コンピュータ１が出力フォーマットを制御する場合の機能的な構成例を示すブロ
ック図である。
【図５】出力フォーマットの初期設定処理を説明する図である。
【図６】出力フォーマットの初期設定処理を説明する図である。
【図７】出力フォーマットの初期設定処理を説明する図である。
【図８】出力フォーマット初期設定処理を説明するフローチャートである。
【図９】代替出力フォーマットの設定を説明する図である。
【図１０】出力制御処理を説明するフローチャートである。
【図１１】出力制御処理を説明するフローチャートである。
【図１２】出力制御処理を説明するフローチャートである。
【符号の説明】
【０１３９】
　１　　コンピュータ，　２１　　CPU，　１０１　　信号入力部，　１０２　　信号処
理部，　１０３　　出力設定部，　１０４　　出力制御部，　１０５　　メモリ，　１０
６　　記憶部
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【図５】 【図６】

【図７】 【図８】
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【図９】 【図１０】

【図１１】 【図１２】
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